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１．授業のねらい・概要

本講義は，「世界経済」の歴史的変遷を，グローバルヒストリーの方法論に基づいて検証する。グローバリゼーションと

いう言葉が人口に膾炙した 21世紀，私たちの社会経済生活は世界のさまざまな地域と密接に結びついている。しかし，グ

ローバリゼーションは現代社会に特有の現象ではなく，それ自体が長い歴史をもつ「プロセス」である。本講義は，国境

を越えた人間の経済活動に焦点を当てて，グローバリゼーションを歴史的過程として捉え直し，地域・国家・国際社会が

連動しながら「世界経済」が展開していく様相を明らかにする。前期の世界経済史 A では，貧困・奴隷・環境・経済成長

を主題として考察を行う。

２．授業の進め方

講義と討論を組み合わせながら，各回の主題について考察していく。

３．授業計画

１．イントロダクション

２．貧困と責任①：貧困とは何か

３．貧困と責任②：慈善と救貧

４．貧困と責任③：社会保障の国際連関

５．奴隷と経済①：奴隷貿易

６．奴隷と経済②：奴隷制度の理念と実態

７．奴隷と経済③：奴隷解放と経済

８．小括：これまでの議論のまとめ

９．環境と経済①：環境史とは何か

10．環境と経済②：工業化と都市化

11．環境と経済③：人口変動と消費社会

12．経済成長①：進歩・発展・成長

13．経済成長②：広域圏と「世界−経済」

14. 経済成長③：システム

15．総括：全体の議論のまとめ

４．準備学修（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間

初回授業での説明をもとに，高校の世界史教科書等を利用して，関連する基礎的知識を事前に確認しておくこと。討論

の主題について，自分の意見を述べることができるように，関連する情報を自ら収集すること。毎回配布する講義資料を

復習し，内容をしっかりと理解しておくこと。予習・復習に要する時間の目安は 90〜120 分程。

５．課題（試験やレポート等）に対するフィードバックの方法

期末レポート提出後に講評を行う。

６．授業における学修の到達目標

「世界経済」の歴史的変遷について，授業で扱う具体的な主題・事例に即して，他者に対して説明できるようになるこ

と。

７．成績評価の方法･基準

授業参加・授業課題の評価（50％）,レポート（50%）によって評価する。

８．テキスト･参考文献

授業各回で講義資料を配布する。参考文献は授業時に適宜伝える。

９．受講上の留意事項

後期の世界経済史 Bを併せて受講することが望ましい。



10．「実務経験のある教員等による授業科目」の該当の有無

該当しない

11．卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目との関連

上記の「科目カテゴリー」欄の記載のとおり。


